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研究目標と成果 

（１）デジタル山岳構築に向けた観測システムの改良と観測データベースの構築 

IOT カメラを利用した森林フェノロジー観測を南アルプスフィールドと苗場山にて行い、

画像から森林の構造と機能をモニタリングするシステムを整備した。同時に、南アルプスフ

ィールドにおいて UAV を利用したフェノロジー調査と幹樹液流観測を継続した。今年度は

新たにドローン搭載 10 バンドの Multi-spectral camera を利用した森林のフェノロジー観測

を、季節を通して行った。 

 

自動撮影カメラを用いた哺乳類の行動記録を継続的に実施した。天竜フィールドにおいて

樹種・林齢の異なる森林における中大型哺乳類の土地利用を明らかにするとともに、ニホン

ジカおよびイノシシの絶対密度を推定した。また、特定外来生物に指定されているアライグ

マの目撃情報を浜松市に提供した。南アルプスフィールドでは、全国規模の野生動物モニタ

リングプロジェクトの一環として、冷温帯落葉広葉樹林に生息する哺乳類群集のデータを

得た。 

 

自動観測 LiDAR により土石流のモニタリングするシステムを整備した。これにより，昨年

度に引き続き流下する土石流の三次元計測に成功した。我が国において，土石流観測は多く

の渓流で行われているが，三次元計測が成功し，データの蓄積が行われているのは本研究所

のみである 

 

ドローン搭載 Lidar L1 と光学カメラ P1 を利用した森林構造動態と機能調査を行った。特

に、LiDAR と高解像度カメラ画像から生成したポイントクラウドを統合し、森林の 3 次元

構造の高い精度での再現に取り組んだ。 

 

（2）デジタル山岳プラットフォームに基づく応用 

１・野生動物動態に関する研究： これまで注目されてこなかった枯死木と哺乳類の関わ

りを明らかにするために、フォトグラメトリによる枯死木の 3D モデル作成および自動撮

影カメラを用いた哺乳類の行動記録を継続的に実施し、ニホンザルやニホンジカが枯死木

の体積減少におよぼす影響を評価した。また、演習林内に設置した自動撮影カメラのデータ

を使って REST モデルによる大型哺乳類の絶対密度推定を行い、天竜ブランチおよび南ア

ルプスブランチに生息するニホンジカおよびイノシシ密度の予備的な推定値を得た。 

 

２・土砂移動メカニズムに関する研究： 自動観測 LiDAR により観測された点群データ



を解析することで，流下する土石流の三次元形状を明らかにした。UAV（ドローン）の撮影

画像を解析し，土砂移動が活発な地域の地形変化を明らかにした。また，UAV 画像を解析

することで，土石流の材料となる礫の分布の自動抽出に成功した。 

 

 ３・森林生態系機能に関する研究：  10 バンドマルチスペクトルカメラを新たに導入し、

AI モデルを用いた隣接個体と林床植生によるノイズの除去と、春の葉フェノロジーを再現

可能な植生指標の探索を行った。また、分光反射特性から植物種の分類することも成功した。

さらに、分数階微分スペクトルから開発されたハイパースペクトル指標が葉のクロロフィ

ル蛍光パラメータの推定を向上させた。 
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外部資金 （代表のみを表示） 

 

江草： 科学研究費 基盤研究研究（C）代表. 斜面崩壊跡地を利用した土壌炭素蓄積過程

の解明（ 2022 年 4 月 ～ 2025 年 3 月 ） 

徳岡: 科学研究費 基盤研究（C）代表. キク科における生殖器官の解剖学的形質と無融合

生殖の進化の解明 （2024 年 4 月 ~ 2027 年 3 月） 

今泉： 科学研究費 基盤 B 代表. 地形モニタリング手法とシミュレータの開発による土

石流予測の高精度化（2023 年 4 月 ~ 2027 年 3 月） 

栗原： 科学研究費 若手研究代表. 中大型動物の採食行動が枯死木に生息する節足動物群

集にあたえる影響（2022 年 4 月 ~ 2026 年 3 月） 



飯尾： 科学研究費 基盤研究(B) 代表. 幹枝光合成形質を用いた耐陰性の樹種多様性の

推定：グローカルモデルの構築を目指して （ 2023 年 4 月 ～ 2027 年 3 月 ） 

飯尾：農林水産省令和 5 年度戦略的国際共同研究推進委託事業のうち二国間国際共同研究

事業（スロベニア共和国） 代表.  生産力とレジリエンスを両立する森林構造の複雑性

DX を活用した日本版 CNFM の構築 （2023 年 4 月 - 2026 年 3 月 )  

王：  科学研究費 基盤研究(A)  代表.  植物生理特性プロダクトの創生:入射分光特

性を考慮した植生応答と輻射伝達の統合 （ 2024 年 4 月 ～ 2029 年 3 月 ） 

 

 

学内外の連携状況 

 

With 山岳研究院 

   静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 

四川師範大学との国際ワークショップの開催（2024、11/6～8） 

 

計画外の研究の進展状況 

 

1) 農林水産省 戦略的国際共同研究推進委託事業のうち二国間国際共同研究事業  

スロベニアの自然模倣型森林管理の行われている流域において、森林構造の複雑さが異な

る 18 林分を選定し、UAV LiDAR、Terrestrial LiDAR、Mobile LiDAR を用いた森林の 3 次

元構造の調査を、リュブリャナ大学とスロベニア森林研究所の研究者と共同で行った。さら

に生態系機能と構造の複雑さの関係を知るために、幹コアサンプリングによる年輪解析、土

壌リターの分解試験、風害リスク評価のための幹振動観測を行った。スロベニアの温帯林は、

日本の冷温帯落葉広葉樹と地形や気象で似た部分がある。齢や種組成の異なる 18 林分を比

較するため、このプロジェクトで得られる成果は普遍性が高く、デジタル山岳モデルのモジ

ュール開発に貢献することが期待される。 

 

2) 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センターとプロジェクト研究所との共同研

究として進めていた無花粉スギの開発について、品種申請を行う準備段階まで来ました。

品種申請は、材料の育成に関わった静岡県と神奈川県、今後の普及を担っていただく林木

育種センターとの共同申請となります。 

 

 


